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1．緒言 
2006 年、金属間化合物Mo7Re13C がアーク溶融法に
より合成され、8K付近で超伝導転移を示すことが秋光
らによって報告された 1)2)。しかし、アーク溶融法以外
での合成は行われておらず、結晶構造に関する詳細な
解析もなされていない。 
 当研究室では、遊星ボールミルを用いて微粉砕をし
た原料を使って固相反応法による Mo7Re13C の合成を
行ってきた。その際、クロム鋼とタングステンカーバ
イド(WC)の二種類のポットを微粉砕の際に用いたが、
クロム鋼ポットを用いた試料では超伝導を示さなかっ
た。元素分析の結果、ポット由来の Fe が試料に混入
しており、それが Mo7Re13C の超伝導の消失に影響を
与えている可能性が示唆された 3)。 
 以上を踏まえ、本研究では Fe を意図的に原料粉末
に添加したMo7Re13Cを合成し、Feが超伝導特性と結
晶構造に与える影響を調べることを目的とする。 
 
2．実験 
2.1 合成・構成相の同定 
原料としてRe(レアメタリック社製 99.99％)、Mo(レ
アメタリック社製 99.99％)、C(レアメタリック社製
99.95％)、Fe（高純度化学研究所製 99.9%）を用いて
Mo : Re : C : Fe =7 : 13 : 1: (0.3, 0.5, 0.7, 0.9)のモル比にな
るように計 4 gをそれぞれ秤量した。その後、遊星ボ
ールミルで 96時間混合粉砕を行った後、ペレット化し
た。ペレットをアルミナるつぼ中で炭素粉末に埋め、
カーボン炉により、Ar雰囲気中、1760℃、2時間の熱
処理を行った。合成した試料について粉末 X 線回折
(XRD)による構成相の同定を、秋光らによって報告さ
れた回折パターンを参照して行った 2)。 
 
 
2.2磁化率測定 
SQUIDを用いて磁場10 Oe , 2K~300Kの条件で磁化
率の測定を行った。 
2.3構造解析 
 2.1 で得られた XRD 回折パターンを使用して
Rietveld構造解析を行い、結晶構造内の Feの位置と
量の関係を調べた。 
 
3．結果及び考察 
3.1合成 
Fig.1に試料の粉末X線パターンを示す。Feの量の
異なるすべての試料で、秋光らが報告している XRD
パターンとほぼ同様の測定結果が得られており、
Mo7Re13FexC が合成されていることが明らかとなった。 
 
 
3.2 SQUID による磁化率測定 
磁化率測定の結果をFig.2に、Feの仕込み量超伝導
転移温度に示す。Feの仕込み量を増やすと、その量に
応じて超伝導転移温度が低下し、Feの量と超伝導転移
には相関があることが明らかとなった。磁性不純物Fe
の影響によって、Mo7Re13C の超伝導状態が阻害された
ため、Feの量が増えるにつれてより低い温度でしか超
伝導状態に転移出来なくなったと考えられる。 
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Fig.1 合成したMo7Re13FexCのXRDパターン 
 Fig.3 Feの仕込み量と超伝導転移温度の関係
    
Fig.2 合成試料の磁化率測定結果と超伝導転移温度
    
3.3構造解析 
Feの仕込み量と格子定数の関係を
仕込み量が0.3の場合のRietveld結晶構造解析の結果
をTable1に示す。 
Table 1：Feの仕込み量0.3 、8cサイトを占有していると仮定
して計算した場合 
 
Fig.4 Feの仕込み量と格子定数aの関係
 
 
Fig.4に、Feの
Fe の仕込み量が増えるにつれて結晶構造の単位格
子1辺の長さであるaの値が小さくなるのを確認した。
Feの原子半径がMoと Reに比べて小さいため、
が結晶格子内のサイトを占める割合が多くなるにつれ
て格子定数 aの値は小さくなったと考えられる。
Rietveld構造解析において、
を示すと、8cサイトにFeが入っていると仮定して計
算した場合では、8cサイトの
認した。一方、12dサイトに
して計算を進めた場合では、Fe
は見られなかった。また、Fe
解析においても、8cサイトの
傾向がみられた。よって、Fe
性が高いと考えられる。8cサイトの周辺の原子との
均距離と、12dサイトの周辺の原子との
較した場合、8cサイト2.766
2.852Åであり、周囲の原子との結合距離の短い
イトの方が12dサイトよりも
と考えられる。MoやReよりも原子半径の小さい
がサイトを占める場合、小さいサイトを占めた方が、
安定になると考えらえるため、
る傾向があったと考えられる。
 
4．結言 
 Mo7Re13C にFe を意図的に加えて
成したところ、超伝導転移温度や格子定数
の仕込み量に相関を持つことが明らかになった。
 Fe は 8c サイトを占める傾向が見られ、それは
12d 二つのサイトの大きさが影響していると考察した。
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